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積良市民意 軍

壷且U日本@ふる書と.轟Lい自薗とす可れた"適置を
守号、古.に桂t'~"にふさわしい自量E蝿りに生ー 量 ， . 
， . 

. 且...'"車垂，ヲ〈まち.曹，革"..... 、はヲらヲ止、

正"圃い入園に担型車cd • 
. 且は畠車骨量吾、みんa<!llMl世也たMうに、おたがい
4乙圃け.い量，.う. 
. 且u摘，で平帽立まち.直行書記叫あたた><岨帽に置
ιHι う，
車且'H>(I""くまち，市匝匂血..、E量と圃"とれた
"い世みよいまらづ〈守奇ι草Lι う.

(編11集I(後I(記i

町材先でよく 『広報申仕事帽、文章を書

いたりたいへんでc，う」と商岳かけられ
宮す. ，ん日時歯車うてr.薗白幡時切り
"!! VJ附tun匝Lい仕事拒んですが」と賓司

て寄え宜す.

払1<1.-;:ん町会話がいろいろな人と空h

せ畠申泊'.~闘の仕事申レい所だと且・3て

います..までに、いろいろな人に岳い、

樺々な虹嘩，情帽丑車生bうてーまし'.

こうLて、教わ『た情柑苧貴量凪，聾理L‘ 

でーーだ I:I~(白人民伝える巴也、 広報マ

ン田署時と思うています.ζれからM‘い

ろい^な情報吾ド μ ドシと伝えたいと思吋

ています. (T) 
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